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(54)【発明の名称】 液晶表示装置ならびにそれを備える携帯電話機および携帯情報端末機器

(57)【要約】
【課題】  表示品位の低下を防止して低消費電力駆動が
可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  データ保持回路３０は、第１の走査線５
の活性化に応答して、データ線９に供給される画像デー
タＤＡＴを取込んで、ノードＮ１に保持する。電位印加
回路３１は、第２の走査線６の活性化に応答して、書込
基準電位供給線７と共通電位供給線８のうちの、ノード
Ｎ１の電位に応じた一方を画素電極Ｎｐｘと電気的に結
合する。共通電位供給線８に供給される共通電位Ｖｃｏ
ｍと、対向電極Ｎｃｍに印加される共通電極電位ＶＬＣ
ＣＯＭとは、第２の走査線６の非活性化に応答して画素
電極Ｎｐｘに生じる電位変化、すなわちフィードスルー
を考慮して、それぞれ異なる電位に設定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示フレームごとに画面の表示を更新可
能な液晶表示装置であって、
マトリクス状に配置される複数の単位表示ドットを有す
る液晶表示部を備え、前記複数の単位表示ドットの各々
は、画素電極と対向電極との間の電位差に応じて光学応
答を示す液晶表示素子を有し、
第１の電位と第２の電位とを周期的に繰り返す書込基準
電位を供給するための第１の電位供給線と、
前記第１および第２の電位の平均電位に相当する共通電
位を供給するための第２の電位供給線と、
前記複数の単位表示ドットの行にそれぞれ対応して設け
られる複数の第１および第２の走査線と、
前記複数の単位表示ドットの列にそれぞれ対応して設け
られる複数のデータ線と、
前記複数の第１および第２の走査線を選択的に活性化す
るための第１のドライブ回路と、
前記複数のデータ線のうちの少なくとも１つに対して、
前記画面に対応する表示データを供給するための第２の
ドライブ回路と、
前記複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けら
れ、各々が、対応する前記第１の走査線の活性化に応じ
て、対応する前記データ線から前記表示データを取込ん
で保持するための複数のデータ保持回路と、
前記複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けら
れ、各々が、対応する前記第２の走査線の活性化期間中
において、対応する前記データ保持回路に保持された前
記表示データに応じて、第１および第２の電位供給線の
いずれか一方を対応する液晶表示素子の画素電極と電気
的に結合するための複数の電位印加回路とを備え、
前記対向電極に印加される対向電極電位と前記共通電位
とは異なる、液晶表示装置。
【請求項２】  前記対向電極電位と前記共通電位との電
位差は、前記第２の走査線の非活性化に応答して前記画
素電極に生じる電位変化に応じて設定される、請求項１
記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記対向電極電位は、前記電位印加回路
によって前記第１の電位供給線と電気的に結合された前
記画素電極における前記第２の走査線の非活性化後にお
ける電位と前記対向電極電位との電位差が、前記書込基
準電位が前記第１および第２の電位のいずれであるかに
かかわらず一定となるように設定される、請求項２記載
の液晶表示装置。
【請求項４】  前記共通電位は、前記電位印加回路によ
って前記第２の電位供給線と電気的に結合された前記画
素電極における前記第２の走査線の非活性化後における
電位が、前記共通電極電位と同一になるように設定され
る、請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記液晶表示素子は、前記第１もしくは
第２の電位供給線と電気的に結合された場合において、
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最大輝度もしくは最小輝度をそれぞれ表示する、請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記液晶表示部は、行列状に配置され
る、各々が所定数の単位表示ドットによって構成される
複数の画素を含み、
前記複数の画素の各々は、３原色のそれぞれを階調表示
するための３つの原色ドットを有し、
各前記原色ドットは、同数ずつの単位表示ドットによっ
て構成される、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記同数ずつの単位表示ドットのそれぞ
れは、異なる表示面積を有する、請求項６記載の液晶表
示装置。
【請求項８】  液晶表示画面を備える携帯電話機であっ
て、
表示フレームごとに前記液晶表示画面の表示を更新可能
な液晶表示装置を備え、
前記液晶表示装置は、
マトリクス状に配置される複数の単位表示ドット画素を
有する液晶表示部を含み、
前記複数の単位表示ドットの各々は、画素電極と対向電
極との間の電位差に応じて光学応答を示す液晶表示素子
を有し、
前記液晶表示装置は、
第１の電位と第２の電位とを周期的に繰り返す書込基準
電位を供給するための第１の電位供給線と、
前記第１および第２の電位の平均電位に相当する共通電
位を供給するための第２の電位供給線と、
前記複数の単位表示ドットの行にそれぞれ対応して設け
られる複数の第１および第２の走査線と、
前記複数の単位表示ドットの列にそれぞれ対応して設け
られる複数のデータ線と、
前記複数の第１および第２の走査線を選択的に活性化す
るための第１のドライブ回路と、
前記複数のデータ線のうちの少なくとも１つに対して、
前記画面に対応する表示データを供給するための第２の
ドライブ回路と、
前記複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けら
れ、各々が、対応する前記第１の走査線の活性化に応じ
て、対応する前記データ線から前記表示データを取込ん
で保持するための複数のデータ保持回路と、
前記複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けら
れ、各々が、対応する前記第２の走査線の活性化期間中
において、対応する前記データ保持回路に保持された前
記表示データに応じて、第１および第２の電位供給線の
いずれか一方を対応する液晶表示素子の画素電極と電気
的に結合するための複数の電位印加回路とを含み、
前記対向電極に印加される対向電極電位と前記共通電位
とは異なる、携帯電話機。
【請求項９】  液晶表示画面を備える携帯情報端末機器
であって、
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3
表示フレームごとに前記液晶表示画面の表示を更新可能
な液晶表示装置を備え、
マトリクス状に配置される複数の単位表示ドット画素を
有する液晶表示部を含み、
前記複数の単位表示ドットの各々は、画素電極と対向電
極との間の電位差に応じて光学応答を示す液晶表示素子
を有し、
前記液晶表示装置は、
第１の電位と第２の電位とを周期的に繰り返す書込基準
電位を供給するための第１の電位供給線と、
前記第１および第２の電位の平均電位に相当する共通電
位を供給するための第２の電位供給線と、
前記複数の単位表示ドットの行にそれぞれ対応して設け
られる複数の第１および第２の走査線と、
前記複数の単位表示ドットの列にそれぞれ対応して設け
られる複数のデータ線と、
前記複数の第１および第２の走査線を選択的に活性化す
るための第１のドライブ回路と、
前記複数のデータ線のうちの少なくとも１つに対して、
前記画面に対応する表示データを供給するための第２の
ドライブ回路と、
前記複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けら
れ、各々が、対応する前記第１の走査線の活性化に応じ
て、対応する前記データ線から前記表示データを取込ん
で保持するための複数のデータ保持回路と、
前記複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けら
れ、各々が、対応する前記第２の走査線の活性化期間中
において、対応する前記データ保持回路に保持された前
記表示データに応じて、第１および第２の電位供給線の
いずれか一方を対応する液晶表示素子の画素電極と電気
的に結合するための複数の電位印加回路とを含み、
前記対向電極に印加される対向電極電位と前記共通電位
とは異なる、携帯情報端末機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に関
し、より特定的には、表示品位の劣化を招くことなく低
消費電力駆動が可能な液晶表示装置ならびにそれを備え
る携帯電話機および携帯情報端末機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】パーソナルコンピュータ、テレビジョン
受像機、携帯電話機および携帯情報端末機器などのディ
スプレイパネルとして、液晶表示装置が用いられるよう
になってきている。液晶表示装置は、従来のディスプレ
イ装置と比較して、低消費電力化や小型軽量化の面でメ
リットが大きい。
【０００３】図１０は、従来の液晶表示装置１０００の
全体構成を説明する概略ブロック図である。
【０００４】図１０を参照して、従来の液晶表示装置１
０００は、行列状に配置された複数の画素１００１を有
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する液晶表示部１００２を備える。カラー液晶表示装置
においては、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）およびＢ（青）の３原
色のそれぞれを表示するためのＲドット、Ｇドットおよ
びＢドットから１つの画素１００１が構成される。した
がって、液晶表示部１００２全体で見れば、複数のドッ
トが行列状に配置されていることになる。
【０００５】液晶表示装置１０００は、さらに、行ドラ
イバ回路１００３を備える。行ドライバ回路１００３
は、液晶表示部１００２において、１つのドット行（ラ
イン）を選択するための回路であり、シフトレジスタ回
路１００４およびバッファ回路１００５を含む。
【０００６】液晶表示装置１０００は、さらに、列ドラ
イバ回路１００６を備える。列ドライバ回路１００６
は、シフトレジスタ回路１００７と、バッファ回路１０
０８と、スイッチ１００９とを有する。列ドライバ回路
１００６は、液晶表示部の１つの列に画像を表示するた
めの信号を供給する。
【０００７】液晶表示部１００２において、ドットの各
ラインごとに走査線１０１０が配置され、ドットの各列
ごとにデータ線１０１１が配置される。さらに、共通電
位Ｖｃｏｍを供給するための共通電位供給線１０１２
が、たとえばドットの各ラインごとに配置される。
【０００８】液晶表示部１００２における表示画素を示
すための画像データ信号は、画像信号線１０１３によっ
て伝達される。
【０００９】図１１は、各ドットの構成を説明する回路
図である。図１１を参照して、各ドットに対応して、Ｔ
ＦＴ（Thin Film Transistor）１１０１と、液晶表示素
子１１０２と、コンデンサ１１０３とが配置される。
【００１０】ＴＦＴ１１０１は、走査線１０１０と結合
されるゲートを有し、データ線１０１１と液晶表示素子
１１０２との間に電気的に結合される。液晶表示素子１
１０２は、ＴＦＴ１１０１と結合される画素電極と、対
向電極電位ＶＬＣＣＯＭが印加される対向電極とを有し
ている。コンデンサ１１０３は、画素電極と共通電位供
給線１０１２との間に接続される。
【００１１】再び図１１を参照して、行ドライバ回路１
００３は、所定の走査周期に基づいて、走査線１０１０
を１本ずつ順に活性化することによって、ライン走査を
実行する。
【００１２】列ドライバ回路１００６は、スイッチ１０
０９のオン・オフを制御することにより、画像信号線１
０１３に伝達される画素データ信号を、水平走査の対象
となるドット列に対応するデータ線１０１１に供給す
る。
【００１３】いわゆる点順次駆動の場合には、垂直走査
の対象となる１つのラインに属する各ドットは、列ドラ
イバ回路１００６によって順次選択されて、データ線１
０１１を介して順次画像データ信号の供給を受ける。
【００１４】垂直走査の対象となったラインにおいて
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は、対応する走査線１０１０がＨレベルに活性化される
ことによって、ＴＦＴ１１０１がオンする。これによ
り、列ドライバ回路１００６によってデータ線１０１１
に供給された画像データ信号は、液晶表示素子１１０２
の画素電極に書込まれる。
【００１５】液晶表示素子１１０２においては、画素電
極と対向電極との間の電位差に応じて液晶の配向性が変
化することにより、液晶表示素子の輝度（反射率）が変
化する。したがって、画像データ信号に応じた輝度（反
射率）を液晶表示素子１１０２に表示することができ
る。
【００１６】１つのラインに属するすべてのドットに対
して水平走査が行なわれた後に、行ドライバ回路１００
３によって、これまで選択されていた走査線はＬレベル
に非活性化されて、次の走査線が活性化される。これに
応じて、ＴＦＴ１１０１はオフされるが、ＴＦＴ１１０
１のオフ期間においても、コンデンサ１１０３が画素電
極の電位を保持する。
【００１７】同様の水平走査が、次のラインに対しても
順次実行され、すべてのラインが走査（これを１フレー
ムとも称する）された後に、再び先頭の走査線が活性化
される。このように、すべてのドットに対して、１フレ
ームごとに画素信号を液晶表示素子の画素電極に書込む
ことによって、画像表示が実行される。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】液晶表示装置は以上の
ように構成されるので、１つの液晶表示素子、すなわち
ドットに画像データ信号が書込まれ、再び書込が実施さ
れるまでの間、すなわち１フレーム周期において、液晶
表示素子およびコンデンサの静電容量によって、画素電
極の電位を維持する必要がある。しかしながら、液晶表
示素子の両極板間に存在する有限の抵抗率や、ＴＦＴの
リーク等によって画素電極の電位が低下して、表示輝度
の変動によってフリッカが視認される等の表示品位の低
下が生じてしまう。
【００１９】図１２は、画素電極の電位変動による表示
品位の低下を説明するための概念図である。
【００２０】図１２（ａ）には、通常の６０Ｈｚのフレ
ーム周波数で、液晶表示素子に同一輝度を表示する場合
における液晶表示素子の反射率の推移を示している。
【００２１】各液晶表示装置は、フレーム周期である１
／６０秒に１度、同一電位の書込動作が実行されるた
め、画素電極電位の低下も僅かなものである。したがっ
て、ドットの反射率（輝度）は大きく変化せず、フリッ
カやコントラスト低下といった表示品位の低下は見られ
ない。
【００２２】ところで、液晶表示装置の消費電力は、フ
レーム周波数×垂直走査線（図１０における走査線１０
１０）数の周波数で動作する行ドライバ回路１００３、
およびフレーム周波数×垂直走査線数×水平走査線（図
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１０におけるデータ線１０１１）数の周波数で動作する
列ドライバ回路１００６において、高速で動作するシフ
トレジスタ回路１４，１８の電力が大部分を占める。し
たがって、液晶表示装置の低消費電力化を図るには、動
作周波数の低減、あるいは行ドライバ回路および列ドラ
イバ回路の間欠的な動作を実行させることが有効であ
る。
【００２３】図１２（ｂ）には、消費電力を低減するた
めに、行ドライバ回路および列ドライバ回路の動作周波
数を低下させて液晶表示素子に同一輝度を表示する場合
における液晶表示素子の反射率の推移を示している。
【００２４】図１２（ｂ）を参照して、フレーム周期が
長くなると、各ドットにおいて液晶表示素子に対する書
込動作の実行間隔が長くなり、その間に画素電極で生じ
る電位低下は大きくなってしまう。
【００２５】したがって、画素電極の電位が大きく変化
するために、各ドットにおける反射率（輝度）が大きく
変化して、フリッカとして観測される。また、フレーム
期間における平均電位も低下するために、十分なコント
ラストが得られないなど、表示品位が低下するという問
題点が生じてしまう。
【００２６】この発明は、このような問題点を解決する
ためになされたものであって、表示品位を損なうことな
く、低消費電力で駆動可能な液晶表示装置ならびにこれ
を備える携帯電話機および携帯情報端末機器を提供する
ことである。
【００２７】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の液晶表示
装置は、表示フレームごとに画面の表示を更新可能な液
晶表示装置であって、マトリクス状に配置される複数の
単位表示ドットを有する液晶表示部を備え、複数の単位
表示ドットの各々は、画素電極と対向電極との間の電位
差に応じて光学応答を示す液晶表示素子を有し、第１の
電位と第２の電位とを周期的に繰り返す書込基準電位を
供給するための第１の電位供給線と、第１および第２の
電位の平均電位に相当する共通電位を供給するための第
２の電位供給線と、複数の単位表示ドットの行にそれぞ
れ対応して設けられる複数の第１および第２の走査線
と、複数の単位表示ドットの列にそれぞれ対応して設け
られる複数のデータ線と、複数の第１および第２の走査
線を選択的に活性化するための第１のドライブ回路と、
複数のデータ線のうちの少なくとも１つに対して、画面
に対応する表示データを供給するための第２のドライブ
回路と、複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設け
られ、各々が、対応する第１の走査線の活性化に応じ
て、対応するデータ線から表示データを取込んで保持す
るための複数のデータ保持回路と、複数の単位表示ドッ
トにそれぞれ対応して設けられ、各々が、対応する第２
の走査線の活性化期間中において、対応するデータ保持
回路に保持された表示データに応じて、第１および第２
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7
の電位供給線のいずれか一方を対応する液晶表示素子の
画素電極と電気的に結合するための複数の電位印加回路
とを備える。対向電極に印加される対向電極電位と共通
電位とは異なる。
【００２８】請求項２記載の液晶表示装置は、請求項１
記載の液晶表示装置であって、対向電極電位と共通電位
との電位差は、第２の走査線の非活性化に応答して画素
電極に生じる電位変化に応じて設定される。
【００２９】請求項３記載の液晶表示装置は、請求項２
記載の液晶表示装置であって、対向電極電位は、電位印
加回路によって第１の電位供給線と電気的に結合された
画素電極における第２の走査線の非活性化後における電
位と対向電極電位との電位差が、書込基準電位が第１お
よび第２の電位のいずれであるかにかかわらず一定とな
るように設定される。
【００３０】請求項４記載の液晶表示装置は、請求項２
記載の液晶表示装置であって、共通電位は、電位印加回
路によって第２の電位供給線と電気的に結合された画素
電極における第２の走査線の非活性化後における電位
が、共通電極電位と同一になるように設定される。
【００３１】請求項５記載の液晶表示装置は、請求項１
記載の液晶表示装置であって、液晶表示素子は、第１も
しくは第２の電位供給線と電気的に結合された場合にお
いて、最大輝度もしくは最小輝度をそれぞれ表示する。
【００３２】請求項６記載の液晶表示装置は、請求項１
記載の液晶表示装置であって、液晶表示部は、行列状に
配置される、各々が所定数の単位表示ドットによって構
成される複数の画素を含み、複数の画素の各々は、３原
色のそれぞれを階調表示するための３つの原色ドットを
有し、各原色ドットは、同数ずつの単位表示ドットによ
って構成される。
【００３３】請求項７記載の液晶表示装置は、請求項６
記載の液晶表示装置であって、同数ずつの単位表示ドッ
トのそれぞれは、異なる表示面積を有する。
【００３４】請求項８記載の携帯電話機は、液晶表示画
面を備える携帯電話機であって、表示フレームごとに液
晶表示画面の表示を更新可能な液晶表示装置を備える。
液晶表示装置は、マトリクス状に配置される複数の単位
表示ドット画素を有する液晶表示部を含み、複数の単位
表示ドットの各々は、画素電極と対向電極との間の電位
差に応じて光学応答を示す液晶表示素子を有する。液晶
表示装置は、第１の電位と第２の電位とを周期的に繰り
返す書込基準電位を供給するための第１の電位供給線
と、第１および第２の電位の平均電位に相当する共通電
位を供給するための第２の電位供給線と、複数の単位表
示ドットの行にそれぞれ対応して設けられる複数の第１
および第２の走査線と、複数の単位表示ドットの列にそ
れぞれ対応して設けられる複数のデータ線と、複数の第
１および第２の走査線を選択的に活性化するための第１
のドライブ回路と、複数のデータ線のうちの少なくとも
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１つに対して、画面に対応する表示データを供給するた
めの第２のドライブ回路と、複数の単位表示ドットにそ
れぞれ対応して設けられ、各々が、対応する第１の走査
線の活性化に応じて、対応するデータ線から表示データ
を取込んで保持するための複数のデータ保持回路と、複
数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設けられ、各々
が、対応する第２の走査線の活性化期間中において、対
応するデータ保持回路に保持された表示データに応じ
て、第１および第２の電位供給線のいずれか一方を対応
する液晶表示素子の画素電極と電気的に結合するための
複数の電位印加回路とを含む。対向電極に印加される対
向電極電位と共通電位とは異なる。
【００３５】請求項９記載の携帯情報端末機器は、液晶
表示画面を備える携帯情報端末機器であって、表示フレ
ームごとに液晶表示画面の表示を更新可能な液晶表示装
置を備える。液晶表示装置は、マトリクス状に配置され
る複数の単位表示ドット画素を有する液晶表示部を含
み、複数の単位表示ドットの各々は、画素電極と対向電
極との間の電位差に応じて光学応答を示す液晶表示素子
を有する。液晶表示装置は、第１の電位と第２の電位と
を周期的に繰り返す書込基準電位を供給するための第１
の電位供給線と、第１および第２の電位の平均電位に相
当する共通電位を供給するための第２の電位供給線と、
複数の単位表示ドットの行にそれぞれ対応して設けられ
る複数の第１および第２の走査線と、複数の単位表示ド
ットの列にそれぞれ対応して設けられる複数のデータ線
と、複数の第１および第２の走査線を選択的に活性化す
るための第１のドライブ回路と、複数のデータ線のうち
の少なくとも１つに対して、画面に対応する表示データ
を供給するための第２のドライブ回路と、複数の単位表
示ドットにそれぞれ対応して設けられ、各々が、対応す
る第１の走査線の活性化に応じて、対応するデータ線か
ら表示データを取込んで保持するための複数のデータ保
持回路と、複数の単位表示ドットにそれぞれ対応して設
けられ、各々が、対応する第２の走査線の活性化期間中
において、対応するデータ保持回路に保持された表示デ
ータに応じて、第１および第２の電位供給線のいずれか
一方を対応する液晶表示素子の画素電極と電気的に結合
するための複数の電位印加回路とを含む。対向電極に印
加される対向電極電位と共通電位とは異なる。
【００３６】
【発明の実施の形態】以下において、図面に基づいて本
発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、以下の図面
において、同一または相当の部分には同一符号を付しそ
の説明を省略する。
【００３７】［実施の形態１］図１は、本発明の実施の
形態１に従う液晶表示装置１の全体構成を示す概略ブロ
ック図である。
【００３８】図１を参照して、実施の形態１に従う液晶
表示装置１は、液晶表示部２を備える。液晶表示部２に



(6) 特開２００２－２９７１００

10

20

30

40

50

9
は、行列状に配置された複数の画素３が配置される。
【００３９】図２は、画素３の構成を示す概念図であ
る。図２を参照して、各画素は、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）お
よびＢ（青）をそれぞれ表示するためのドットから構成
される。各ドットは、さらに、それぞれが異なる表示面
積を有する複数のサブドットから構成される。本実施の
形態においては、各ドットは、面積比が２：１である２
つのサブドットから構成されるものとする。
【００４０】すなわち、各画素３は、Ｒ（赤）を表示す
るためのサブドットＲａおよびＲｂと、Ｇ（緑）を表示
するためのサブドットＧａおよびＧｂと、Ｂ（青）を表
示するためのサブドットＢａおよびＢｂとを有する。サ
ブドットＲａ、ＧａおよびＢａの表示面積は、サブドッ
トＲｂ、ＧｂおよびＢｂの面積の約２倍に設定される。
なお、以下においては、これらのサブドットを総称する
場合には、単に符号４を用いるものとする。
【００４１】再び図１を参照して、液晶表示部２全体に
おいては、単位表示ドッドに相当ｓるサブドット４が行
列状に配置されることになる。後に詳細に説明するよう
に、各サブドットごとに独立して液晶表示素子が配置さ
れる。また、サブドットの行（以下、ラインとも称す
る）の各々に対応して、第１の走査線５、第２の走査線
６、書込基準電位供給線７および共通電位供給線８が配
置される。また、サブドットの列の各々に対応して、デ
ータ線９が配置される。
【００４２】液晶表示装置１は、画像信号処理回路１０
と、画像信号供給線１１と、ドライバ制御回路１２と、
行ドライバ回路１３と、列ドライバ回路１７とをさらに
備える。
【００４３】画像信号処理回路１０は、入力される画像
信号を処理して、所定タイミングにおける、Ｒ（赤）、
Ｇ（緑）およびＢ（青）の３原色にそれぞれ対応する画
像データＲＤ、ＧＤおよびＢＤに展開する。画像データ
ＲＤ、ＧＤおよびＢＤは、、画像信号供給線１１によっ
て伝達される。なお、以下においては、これらの画像デ
ータを総称して、単に画像データＤＡＴとも表記する。
【００４４】ドライバ制御回路１２は、行ドライバ回路
１３および列ドライバ回路１７を、入力される同期信号
に応じて制御する。なお、同期信号は、それぞれの画像
信号の水平および垂直同期タイミングを示す水平同期信
号および垂直同期信号、ならびに画素信号の有効期間を
表わす画素信号イネーブル信号等を総称的に示してい
る。
【００４５】行ドライバ回路１３は、シフトレジスタ回
路１４と、制御信号発生回路１５と、バッファ回路１６
とを含む。
【００４６】シフトレジスタ回路１４は、ドライバ制御
回路１２から入力される垂直走査周期に対応した制御ク
ロックに基づいて、順次シフトパルスを発生する。制御
信号発生回路１５は、シフトレジスタ回路１４が生成す
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るシフトパルスに基づいて、各ラインごとに配置された
第１の走査線５および第２の走査線６を選択的に活性化
するための制御信号を発生する。
【００４７】バッファ回路１６は、制御信号発生回路１
５が発生した制御信号に基づいて、走査されたラインに
対応する、第１の走査線５および第２の走査線６の少な
くとも一方を選択的にＨレベル電位に駆動し、その他の
走査線をＬレベル電位に維持する。
【００４８】列ドライバ回路１７は、シフトレジスタ回
路１８と、バッファ回路１９と、スイッチ２０とを有す
る。シフトレジスタ回路１８は、ドライバ制御回路１２
からの、水平同期周期に基づいて生成される制御クロッ
クに基づいて、シフトパルスを順次生成する。バッファ
回路１９は、シフトレジスタ回路１８からのシフトパル
スに基づいて、スイッチ２０のオン・オフを制御するた
めの信号を駆動する。
【００４９】スイッチ２０は、データ線９の各々と、画
像信号供給線１１との間に設けられる。たとえば、Ｒ
（赤）を表示するためのサブドットによって構成される
サブドット列に対応するデータ線９においては、画像デ
ータＲＤを供給する信号線との間にスイッチ２０が配置
される。スイッチ２０は、バッファ回路１９によって駆
動される制御信号に基づいて、選択的に順次オンされて
いく。
【００５０】このようにして、いわゆる点順次駆動の場
合には、垂直走査の対象となる１つのラインに属する各
サブドットは、スイッチ２０の選択的なオンに基づい
て、順次水平走査の対象となり、対応する画像データの
供給を受ける。また、ラインごとに一括駆動する構成と
することも可能であり、この場合には、データ線９の各
々を用いて、走査されたラインに属するサブドットに対
して画像データが供給される。
【００５１】図３は、各サブドットの構成を説明する回
路図である。図３を参照して、各サブドットごとに液晶
表示素子ＰＸが配置される。液晶表示素子ＰＸは、画素
電極Ｎｐｘと対向電極Ｎｃｍとを有する。液晶表示素子
ＰＸには、メモリセルを有しないたとえばＴＮ（Twiste
d Nematic）液晶を用いる。
【００５２】液晶表示素子ＰＸは、画素電極Ｎｐｘの電
位である画素電極電位Ｖｐｘと対向電極Ｎｃｍに印加さ
れる対向電極電位ＶＬＣＣＯＭとの電位差に相当する液
晶印加電位に応じた光学応答を示す。したがって、液晶
表示素子ＰＸが反射型の場合には、当該液晶印加電位に
応じて反射率（輝度）が変化する。また、液晶表示素子
ＰＸが透過型の場合には、液晶印加電位に応じて透過率
（輝度）が変化する。
【００５３】各液晶表示素子、すなわち各サブドットご
とに、画素電極電位Ｖｐｘを駆動するための液晶駆動回
路が配置される。液晶駆動回路は、データ保持回路３０
と、電位印加回路３１とを含む。
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【００５４】データ保持回路３０は、データ線９とデー
タ保持ノードＮ１との間に電気的に結合されるｎ型ＴＦ
Ｔ３２と、共通電位Ｖｃｏｍを供給する共通電位供給線
８とデータ保持ノードＮ１との間に接続されるコンデン
サ３３とを有する。ｎ型ＴＦＴ３２のゲートは第１の走
査線５と結合される。
【００５５】行ドライバ回路１３によって、第１の走査
線５が走査されてＨレベル電位に活性化されると、ｎ型
ＴＦＴ３２はオンする。反対に、対応する第１の走査線
５は、走査の対象でない場合にはＬレベル電位に非活性
化されるので、ｎ型ＴＦＴ３２はオフする。したがっ
て、ｎ型ＴＦＴ３２は、第１の走査線５の活性化に応答
してオンするスイッチング素子として機能する。
【００５６】ｎ型ＴＦＴ３２がオンすると、列ドライバ
回路１７によってデータ線９に供給された画像データＤ
ＡＴのレベルに応じてコンデンサ３３が充放電される。
一方、ｎ型ＴＦＴ３２がオフされると、データ保持ノー
ドＮ１の電位が保持される。
【００５７】この結果、データ保持回路３０は、データ
保持ノードＮ１の電位を、第１の走査線５が活性化され
た場合にはデータ線９の電位、すなわち画像データＤＡ
Ｔに応じて設定し、第１の走査線５の非活性期間におい
ては、コンデンサ３３によって保持された電位に設定す
る。このように、データ保持回路３０は、データ線７に
供給される画像データＤＡＴのレベルを保持する一種の
ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）として動作
する。
【００５８】電位印加回路３１は、書込基準電位Ｖｒｅ
ｆを供給する書込基準電位供給線７とノードＮ２との間
に電気的に結合されるｎ型ＴＦＴ３４と、共通電位供給
線８とノードＮ２との間に電気的に結合されるｐ型ＴＦ
Ｔ３５と、ノードＮ２と画素電極Ｎｐｘとの間に電気的
に結合されるｎ型ＴＦＴ３６とを有する。
【００５９】ｎ型ＴＦＴ３４およびｐ型ＴＦＴ３５のゲ
ートは、データ保持ノードＮ１と結合される。したがっ
て、データ保持ノードＮ１の電位に応じて、ｎ型ＴＦＴ
３４およびｐ型ＴＦＴ３５のいずれか一方が相補的にオ
ンして、ノードＮ２は、書込基準電位供給線７および共
通電位供給線８のいずれか一方と結合される。
【００６０】ｎ型ＴＦＴ３６のゲートは、第２の走査線
６と結合される。したがって、対応するラインが走査の
対象となって、第２の走査線６がＨレベルに活性化され
た場合においては、画素電極Ｎｐｘは、書込基準電位供
給線７および共通電位供給線８のいずれか一方と、ノー
ドＮ２を介して電気的に結合される。
【００６１】第１の走査線５の活性化（Ｈレベル）期間
中、すなわち対応するラインが走査対象となっている場
合においては、データ線９によって伝達される画像デー
タＤＡＴは、データ保持ノードＮ１に伝達される。いわ
ゆる点順次駆動の場合には、１つのラインにおける全部
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のサブドットを走査した後に、行ドライバ回路１３によ
って、第１の走査線５の電位が、Ｌレベルに設定される
ため、これに対応してｎ型ＴＦＴ３２は非導通状態にな
る。
【００６２】ここで、消費電力の低減を図るために、行
ドライバ回路１３および列ドライバ回路１７の動作周波
数を低下させ、データ保持ノードＮ１に対するデータ書
込時間間隔を長くした場合には、データ保持ノードＮ１
の電位は、ｎ型ＴＦＴ３２のリーク等によって低下す
る。
【００６３】しかし、データ保持ノードＮ１の電位は、
ｎ型ＴＦＴ３４およびｐ型ＴＦＴ３５のオン・オフを制
御するための電位であるので、データ保持ノードＮ１の
電位がこれらのＴＦＴのしきい値電位を超えない限り、
ｎ型ＴＦＴ３４およびｐ型ＴＦＴ３５の状態は維持され
る。したがって、第２の走査線６を活性化することによ
って、ノードＮ２と画素電極Ｎｐｘとを電気的に結合す
れば、データ保持ノードＮ１の電位、すなわちデータ線
９によって一旦伝達された画像データＤＡＴのレベルに
応じて、書込基準電位Ｖｒｅｆおよび共通電位Ｖｃｏｍ
のいずれか一方を画素電極Ｎｐｘに印加して書込むこと
ができる。
【００６４】本実施の形態においては、液晶表示素子Ｐ
Ｘは、ノーマリ・ブラック・モードの液晶表示を実行す
るものとする。また、表示コントラストが大きくなるよ
うに、画素電極Ｎｐｘに書込基準電位Ｖｒｅｆが印加さ
れたとき（以下、「点灯状態」とも称する）に概ね最大
輝度Ｌｍａｘを表示し、画素電極Ｎｐｘに共通電位Ｖｃ
ｏｍが印加されたとき（以下、「非点灯状態」とも称す
る）に概ね最小輝度Ｌｍｉｎが得られるように各電位を
設定する。
【００６５】図２に示したように、各色を表示するため
のドットを、面積比が概ね２：１に設定された２個のサ
ブドットを用いて構成することにより、各ドットにおけ
る反射輝度は２個のサブドットの反射輝度の組合せとな
り、２ビットの画像信号による２ビットの階調表現に対
応して、Ｌｍｉｎ、（１／３）Ｌｍａｘ、（２／３）Ｌ
ｍａｘおよびＬｍａｘの４段階のいずれかに設定するこ
とができる。したがって、２ビットの画像信号の上位ビ
ットのデータを、面積が広い方のサブドットに対応さ
せ、下位ビットのデータを面積が狭い方のサブドットに
それぞれ対応させることにより、各色において２ビット
＝４段階の階調表示を行なって、画素３ごとに６４色表
示が可能となる。
【００６６】ここでは、各色の表示単位であるドットを
面積比が概ね２：１である２個のサブドットによって構
成するため、２ビットの画像信号が表現する４段階の階
調レベルに対して、表示輝度のレベルがほぼ直線で対応
付けられる。しかし、各ドットを構成するサブドットの
面積比を適切に設定することにより、画像信号によって
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指定される階調レベルに対する表示輝度レベルの特性、
すなわちγ特性を所望の特性に設定することも可能であ
る。
【００６７】図３に示される液晶駆動回路を設けること
により、液晶表示素子ＰＸに液晶電極電位を印加する、
すなわち書込む場合において、各画面の表示フレームを
２つの表示モードから構成することができる。
【００６８】第１の表示モードは、第１の走査線５およ
び第２の走査線６によってデータ保持回路３０および電
位印加回路３１を走査して、表示状態を更新する表示モ
ード（以降、リフレッシュ・モードとも称する）であ
る。
【００６９】第２の表示モードは、第２の走査線６によ
って電位印加回路３１のみを走査して、データ保持回路
３０の保持内容を更新することなく、データ保持回路３
０に保持される画像データに基づいた電位印加回路３１
による再書込を行なって、リフレッシュ・モードで指定
された液晶表示素子ＰＸの表示状態を更新することなく
保持するモード（以降、ホールド・モードとも称する）
である。
【００７０】再び図１を参照して、液晶表示装置は、さ
らに、外部電源の入力を受けて、書込基準電位Ｖｒｅ
ｆ、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭおよび共通電位Ｖｃｏｍ
をそれぞれ生成するための、書込基準電位発生回路２１
および内部電源回路２２および２３をさらに備える。
【００７１】書込基準電位発生回路２１は、書込基準電
位Ｖｒｅｆを生成して、グローバル書込基準電位供給線
２４に供給する。グローバル書込基準電位供給線２４と
各ラインに対応して設けられる書込基準電位供給線７と
の間には、スイッチ２５がそれぞれ配置される。
【００７２】スイッチ２５の各々は、対応する第２の走
査線６の活性化（Ｈレベル）に応答してオンする。スイ
ッチ２５のオンに伴って、対応する書込基準電位供給線
７に書込基準電位Ｖｒｅｆが伝達される。
【００７３】書込基準電位Ｖｒｅｆは、一定周期ごとに
Ｖｒ（＋）もしくはＶｒ（－）に設定される。Ｖｒ
（＋）およびＶｒ（－）は、共通電位Ｖｃｏｍに対して
それぞれ異なる極性を有する。この結果、書込基準電位
Ｖｒｅｆの極性は一定周期ごとに反転されて、液晶表示
素子における焼き付きの発生が抑制される。
【００７４】すなわち、Ｖｒ（＋）およびＶｒ（－）
は、Ｖｒ（＋）＞ＶｃｏｍおよびＶｒ（－）＜Ｖｃｏｍ
であり、かつ、｜Ｖｒ（＋）－Ｖｃｏｍ｜＝｜Ｖｃｏｍ
－Ｖｒ（－）｜となるように設定される。
【００７５】また、同一フレーム内において各表示ライ
ンごとに極性を反転し、さらに、各ラインの極性を表示
フレームごとに反転することによって、表示フレームの
各々において、ラインごとに画素電極電位の極性を分散
することができる。この結果、表示フレームの切替わり
に起因する表示輝度のリップル、すなわちフリッカがさ
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らに低減される。
【００７６】このように、書込基準電位Ｖｒｅｆの極性
は時間的に変化するので、各書込基準電位供給線７に対
応して設けられたスイッチ２５が、各ラインにおける画
素電位の書込を行なう期間、すなわち第２の走査線６の
活性化期間を含む前後期間に導通して、書込基準電位Ｖ
ｒｅｆを書込基準電位供給線７に供給する。
【００７７】このように、書込基準電位Ｖｒｅｆをスイ
ッチ２５を介して供給することにより、スイッチ２５を
設けずに書込基準電位発生回路２１から書込基準電位供
給線７の各々に書込基準電位Ｖｒｅｆを供給する場合に
比べて、書込基準電位発生回路２１の容量性負荷が小さ
くなり、書込基準電位発生回路２１の回路規模を小さく
することができる。さらに、書込基準電位Ｖｒｅｆの極
性を反転する際における、書込基準電位供給線７の有す
る容量性負荷の充放電による消費電力を低減することが
できる。
【００７８】内部電源回路２２は、対向電極電位ＶＬＣ
ＣＯＭを、液晶表示部２に対して供給する。対向電極電
位ＶＬＣＣＯＭは、各サブドットごとに配置される液晶
表示素子の対向電極Ｎｃｍに印加される。
【００７９】内部電源回路２３が生成する共通電位Ｖｃ
ｏｍは、各ラインごとに配置された共通電位供給線８を
介して、各サブドットに伝達される。
【００８０】このように、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭ
と、共通電位Ｖｃｏｍとを、独立の内部電源回路２２お
よび２３によって調整することができる。この結果、対
向電極電位ＶＬＣＣＯＭと共通電位Ｖｃｏｍとを、それ
ぞれ異なる電位レベルに設定することが可能である。
【００８１】なお、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭおよび共
通電位Ｖｃｏｍは直流電位であり、外部から直接供給す
る構成としてもよい。
【００８２】図４は、液晶表示装置１における表示フレ
ーム期間の構成を示す概念図である。
【００８３】図４を参照して、液晶表示装置１における
１つの表示フレームは、入力画像信号に応じて液晶表示
部２の表示をリフレッシュ（更新）するためのリフレッ
シュ・サブフレームと、液晶表示部２の表示をホールド
（保持）するためのホールド・サブフレームとから構成
される。
【００８４】リフレッシュ・サブフレームにおいては、
各サブドットごとに設けられたデータ保持回路３０およ
び電位印加回路３１が、上述のリフレッシュ・モードで
動作し、またホールドサブフレームにおいては、上述の
ホールド・モードで動作する。
【００８５】すなわち、リフレッシュ・モードにおいて
は、行ドライバ回路１３によって、第１の走査線５およ
び第２の走査線６が走査されるとともに、列ドライバ回
路１７によって、データ線９に対して、画像信号に応じ
た画像データが伝達される。
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【００８６】一方、ホールド・モードにおいては、行ド
ライバ回路１３によって、第２の走査線６を周期的に活
性化することによって、データ保持回路３０がデータ保
持ノードＮ１に保持するデータ電位に応じて、画素電極
電位の再書込を実行することができる。この結果、列ド
ライバ回路１７におけるデータ線９に画像データを供給
する動作を停止させることができる。
【００８７】図４を参照して、列ドライバ回路１７をリ
フレッシュ・サブフレームのみ動作するような間欠駆動
を行って、ホールド・サブフレームにおいては、列ドラ
イバ回路１７の動的（交流的）に電力を消費する部分の
動作を停止させることができる。
【００８８】すなわち、１つの表示フレームを、Ｎ個
（Ｎ：自然数）のサブフレームから構成する場合におい
て、列ドライバ回路の消費電力Ｗａｒは、下式で示され
る。
【００８９】
Ｗａｒ＝（１／Ｎ）×Ｗｒ＋（（Ｎ－１）／Ｎ）×Ｗｈ
ここで、Ｗｒは、リフレッシュ・サブフレーム期間にお
ける平均消費電力、すなわち動的（交流的）消費電力と
静的（直流的）消費電力の和の平均を示し、Ｗｈは、ホ
ールド・サブフレームにおける平均消費電力、すなわち
静的消費電力の平均値を示すものとする。
【００９０】列ドライバ回路１７をＣＭＯＳ回路で構成
すれば、静的消費電力は極めて小さくすることができる
ので、Ｗａｒ≒（１／Ｎ）×Ｗｒとなる。すなわち、列
ドライバ回路１７の間欠駆動を行なわない従来の液晶表
示装置に比べて、列ドライバ回路の消費電力を、ほぼ１
／Ｎに低減することができる。
【００９１】列ドライバ回路１７の駆動周波数は、行ド
ライバ回路１３の駆動周波数に比べるとはるかに高く、
たとえば液晶表示部の水平画素数を１００程度として
も、前者が後者の約１００倍に達する。このため、列ド
ライバ回路１７の消費電力も、行ドライバ回路１３に比
べてはるかに高くなる。
【００９２】したがって、液晶表示装置１のように、列
ドライバ回路１７を間欠駆動してその消費電力を低減す
ることは、液晶表示装置全体の低消費電力化に大きな効
果をもたらす。なお、実施の形態１においては、各表示
フレームを１つのリフレッシュ・サブフレームと３つの
ホールド・サブフレームから構成して、合計４個（Ｎ＝
４）のサブフレームから構成するようにしたが、１つの
表示フレームに含まれるホールド・サブフレームの個数
は、各データ保持回路３０がデータ保持ノードＮ１に保
持する電位が、電位印加回路３１内のｎ型ＴＦＴ３４も
しくはｐ型ＴＦＴ３５のしきい値電位を超えないように
維持可能な範囲で任意に設定することが可能である。
【００９３】次に、各サブドットにおける画素電極電位
の書込動作について詳細に説明する。
【００９４】図５は、液晶表示素子を点灯状態に設定す
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るための画素電極電位の書込動作を示すタイミングチャ
ートである。
【００９５】図５を参照して、リフレッシュ・サブフレ
ームに相当する期間内において、液晶表示素子を点灯さ
せるためにＨレベルの画像データＤＡＴがデータ線９に
供給されている。
【００９６】時刻ｔ１において、第１の走査線５が活性
化されることに応じて、データ保持ノードＮ１に、Ｈレ
ベル電位が書込まれる。これに応じて、ｎ型ＴＦＴ３４
およびｐ型ＴＦＴ３５は、それぞれオンおよびオフす
る。この結果、ノードＮ２は、書込基準電位供給線７と
結合される。
【００９７】さらに、時刻ｔ２において、第２の走査線
６が活性化されることにより、ｎ型ＴＦＴ３６がオンし
て、ノードＮ２と画素電極Ｎｐｘとが電気的に結合され
る。これに対応して、画素電極電位Ｖｐｘは、書込基準
電位Ｖｒｅｆの極性に応じて、Ｖｒ（＋）もしくはＶｒ
（－）のいずれかに設定される。
【００９８】しかし、時刻ｔ３において、第２の走査線
６がＬレベルに非活性化されると、第２の走査線６と画
素電極Ｎｐｘとの間の容量結合等の影響で、画素電極電
位Ｖｐｘには、フィードスルーと呼ばれる電位変動が生
じる。すなわち、第２の走査線６の非活性化（Ｈレベル
→Ｌレベル）に応じて、画素電極電位Ｖｐｘは、ΔＶｆ
＋もしくはΔＶｆ－だけ低下してしまう。
【００９９】この結果、点灯が指示されたサブドットに
おける液晶表示素子の画素電極電位Ｖｐｘは、書込基準
電位Ｖｒｅｆの極性に応じて、下式で示されるＶＰＥ
（＋）もしくはＶＰＥ（－）のいずれかに変化する。
【０１００】ＶＰＥ（＋）＝Ｖｒ（＋）－ΔＶｆ＋
ＶＰＥ（－）＝Ｖｒ（－）－ΔＶｆ－
ホールド・サブフレームにおいても、時刻ｔ２およびｔ
３と同様の動作が実行されるので、点灯状態における定
常的な液晶表示電位は、書込基準電位の極性に応じて、
ＶＰＥ（＋）もしくはＶＰＥ（－）のいずれかとなる。
【０１０１】したがって、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭ
は、フィードスルー等による電位変動ΔＶｆ＋，ΔＶｆ
－に応じて、書込基準電位Ｖｒｅｆの極性がいずれであ
っても、点灯状態における画素電極電位の定常値の絶対
値が同一となるように設定する必要がある。すなわち、
対向電極電位ＶＬＣＣＯＭは、点灯時における画素電極
電位の定常値ＶＰＥ（＋）およびＶＰＥ（－）の平均値
（すなわちＶＬＣＣＯＭ＝（ＶＰＥ（＋）＋ＶＰＥ
（－））／２）に設定される。
【０１０２】これにより、ラインごとあるいはフレーム
ごとにおいて、書込基準電位Ｖｒｅｆの極性が反転され
ても、輝度の変動、すなわちフリッカを生じることな
く、良好な表示品位を維持して、焼付きの発生を防止す
ることができる。
【０１０３】このように、内部電源回路２２によって生
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成される対向電極電位ＶＬＣＣＯＭは、点灯時における
液晶表示素子の表示特性に基づいて設定する必要があ
る。
【０１０４】図６は、液晶表示素子を非点灯状態に設定
するための画素電極電位を書込む場合の問題点を示すタ
イミングチャートである。図６においては、共通電位Ｖ
ｃｏｍおよび対向電極電位ＶＬＣＣＯＭを共通の電位レ
ベルとした場合における問題点が示される。
【０１０５】一般に、小型軽量化および低消費電力化の
要求が強い液晶表示装置においては、電源系統の数はな
るべく少ないことが望まれていた。したがって、対向電
極電位ＶＬＣＣＯＭと、共通電位Ｖｃｏｍとは、共通の
電位レベルを用いることが一般的な構成であった。
【０１０６】図６を参照して、データ線９には、液晶表
示素子を非点灯状態に設定するために、Ｌレベルの画像
データＤＡＴが伝達される。時刻ｔ１において、第１の
走査線５がＨレベルに活性化されて、データ保持ノード
Ｎ１に、画像データＤＡＴのＬレベルが取込まれて保持
される。これに応じて、電位印加回路３１においては、
ｐ型ＴＦＴ３５がオンして、ｎ型ＴＦＴ３４がオフす
る。この結果、ノードＮ２は、共通電位供給線８と結合
されて、共通電位Ｖｃｏｍに設定される。
【０１０７】さらに、時刻ｔ２において、第２の走査線
６がＨレベルに活性化されて、ｎ型ＴＦＴ３６がオンす
ると、画素電極Ｎｐｘは、ｐ型ＴＦＴ３５およびｎ型Ｔ
ＦＴ３６を介して共通電位供給線８と接続される。これ
により、画素電極電位Ｖｐｘには、共通電位Ｖｃｏｍが
書込まれる。
【０１０８】時刻ｔ３において、第２の走査線６がＨレ
ベルからＬレベルに非活性化されると、第２の走査線６
と画素電極Ｎｐｘとの間の容量結合等によるフィードス
ルーによって、画素電極電位ＶｐｘはΔＶｆ０低下す
る。
【０１０９】したがって、非点灯状態の液晶表示素子に
おける定常的な画素電極電位ＶＰＥ（０）は、ＶＰＥ
（０）＝Ｖｃｏｍ－ΔＶｆ０に設定される。この結果、
画素電極電位Ｖｐｘは、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭとの
間で定常的な直流のオフセットを有してしまう。この結
果、液晶表示素子において焼付きが生じるおそれがあ
る。
【０１１０】一方、非点灯の液晶表示素子において、焼
付きが生じないように共通電位Ｖｃｏｍを設定すると、
これに合わせて対向電極電位ＶＬＣＣＯＭも変化するの
で、図５に示した点灯時において、書込基準電位Ｖｒｅ
ｆの極性によって対向電極電位ＶＬＣＣＯＭと定常的な
画素電極電位ＶＰＥ（＋）およびＶＰＥ（－）のそれぞ
れとの間の電位差が異なってしまうので、フリッカおよ
び焼付きの発生原因となってしまう。
【０１１１】したがって、実施の形態１に従う液晶表示
装置１においては、内部電源回路２２および２３を独立
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に配置して、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭと共通電位Ｖｃ
ｏｍとを、独立にした電位レベルに設定可能としてい
る。
【０１１２】図７は、液晶表示素子を非点灯状態に設定
するための画素電極電位の書込動作を示すタイミングチ
ャートである。
【０１１３】図７を参照して、図６の場合と同様に、Ｌ
レベルの画像データがデータ線９に供給され、時刻ｔ１
における第１の走査線５の活性化（Ｈレベル）に応答し
て、データ保持ノードＮ１の電位が、Ｌレベルに設定さ
れる。
【０１１４】さらに、時刻ｔ２において、第２の走査線
６の活性化（Ｈレベル）に応答して、画素電極Ｎｐｘ
は、共通電位供給線８と電気的に結合される。ここで、
共通電位供給線８によって伝達される共通電位Ｖｃｏｍ
は、第２の走査線６の非活性化（Ｈレベル→Ｌレベル）
に応答して発生するフィードスルー等による電位変動Δ
Ｖｆ０に応じて、Ｖｃｏｍ－ΔＶｆ０＝ＶＬＣＣＯＭと
なるように設定される。
【０１１５】この結果、時刻ｔ２において、共通電位Ｖ
ｃｏｍに設定された画素電極電位Ｖｐｘは、時刻ｔ３に
おいてフィードスルーの影響でΔＶｆ０低下するが、定
常時の画素電極電位ＶＰＥ（０）は、対向電極電位ＶＬ
ＣＣＯＭと等しくなる。
【０１１６】これにより、点灯状態においては、書込基
準電位Ｖｒｅｆの極性にかかわらず、画素電極Ｎｐｘと
対向電極Ｎｃｍとの間の電位差を一定にすることがで
き、非点灯状態においては、画素電極Ｎｐｘと対向電極
Ｎｃｍとの間の電位差を０にすることができる。この結
果、点灯時および非点灯時のいずれにおいても、液晶表
示素子に焼付きを発生させることなく、フリッカ等の発
生を防止して高い表示品位を維持することができる。
【０１１７】なお、対向電極電位ＶＬＣＣＯＭおよび共
通電位Ｖｃｏｍの電位レベルは、画素電極電位Ｖｐｘの
推移を考慮して調整されるが、画素電極電位の直接的な
測定が困難である場合には、画素電極電位に応じた液晶
表示素子の光学的応答を評価して調整することも可能で
ある。
【０１１８】実施の形態１に従う液晶表示装置１は、カ
ラー表示に対応するものであるが、図１における画素３
を構成するドットの各々において、白黒階調表示を実行
することも可能である。また、各画素３をドットおよび
サブドットに分割することなく、各画素ごとに液晶表示
素子および液晶駆動回路を配置する構成とすれば、実施
の形態１に従う白黒表示に対応する液晶表示装置を構成
することも可能である。
【０１１９】［実施の形態２］以上述べたように、実施
の形態１に従う液晶表示装置は、表示品位を低下させる
ことなく低消費電力動作が可能である。したがって、こ
のような液晶表示装置は、携帯電話機や携帯情報端末機
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器等のバッテリ駆動機器に適している。
【０１２０】図８は、本発明の実施の形態２に従う携帯
電話機１００の構成を示す概念図である。
【０１２１】図８を参照して、携帯電話機１００は、実
施の形態１に従う液晶表示装置１の液晶表示部２を表示
画面として備える。液晶表示装置１の構成の詳細につい
ては既に説明したとおりであるので繰返さない。これに
より、表示品位の低下を防止して、低消費電力動作が可
能な液晶表示装置を、電源回路の自己消費電力を抑制し
て駆動することができるので、携帯電話機に要求される
高品位表示化と低消費電力化とにマッチした構成とする
ことができる。
【０１２２】図９は、本発明の実施の形態２に従う携帯
情報端末機器１１０の構成を示す概念図である。
【０１２３】図９を参照して、携帯情報端末機器１１０
は、実施の形態１に従う液晶表示装置１の液晶表示部２
を表示画面として備える。これにより、携帯情報端末機
器１１０は、携帯電話機１００と同様に、高品位表示化
と低消費電力化とを図ることが可能となる。
【０１２４】今回開示された実施の形態はすべての点で
例示であって制限的なものではないと考えられるべきで
ある。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求
の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味お
よび範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【０１２５】
【発明の効果】請求項１、２および５に記載の液晶表示
装置は、一旦データ保持回路に取込まれて保持された表
示データに基づいて、電位印加回路によって書込基準電
位もしくは共通電位のいずれを画素電極に対して再書込
みできるので、第２のドライブ回路を間欠駆動して低消
費電力化を図ることができる。さらに、各液晶表示素子
に対して、書込基準電位および共通電位のいずれが書込
まれる場合であっても、液晶表示素子に焼付きを発生さ
せることなく、フリッカ等の発生を防止して高い表示品
位を維持することができる。
【０１２６】請求項３記載の液晶表示装置は、液晶表示
素子に対して書込基準電位が書込まれる場合において、
第２の走査線の電位変化に応じたフィードスルーの影響
を排除して、書込基準電位の極性にかかわらず画素電極
と対向電極の間との電位差を一定にすることによって、
請求項１記載の液晶表示装置が奏する効果を享受する。
【０１２７】請求項４記載の液晶表示装置は、液晶表示
素子に対して共通電位が書込まれる場合において、第２
の走査線の電位変化に応じたフィードスルーの影響を排
除して、画素電極と対向電極との間の電位差を０にする
ことによって、請求項１記載の液晶表示装置が奏する効
果を享受する。
【０１２８】請求項６および７記載の液晶表示装置は、
請求項１記載の液晶表示装置が奏する効果に加えて、カ*
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*ラー画像を表示することができる。
【０１２９】請求項８記載の携帯電話機は、一旦データ
保持回路に取込まれて保持された表示データに基づい
て、電位印加回路によって書込基準電位もしくは共通電
位のいずれを画素電極に対して再書込むことにより、第
２のドライブ回路を間欠駆動して低消費電力化を図るこ
とが可能な液晶表示装置によって画像表示を行なう。さ
らに、各液晶表示素子に対して、書込基準電位および共
通電位のいずれが書込まれる場合であっても、液晶表示
素子に焼付きを発生させることなく、フリッカ等の発生
を防止して表示品位を維持することができるので、高品
位表示化と低消費電力化とを図ることができる。
【０１３０】請求項９記載の携帯情報端末機器は、一旦
データ保持回路に取込まれて保持された表示データに基
づいて、電位印加回路によって書込基準電位もしくは共
通電位のいずれを画素電極に対して再書込むことによ
り、第２のドライブ回路を間欠駆動して低消費電力化を
図ることが可能な液晶表示装置によって画像表示を行な
う。さらに、各液晶表示素子に対して、書込基準電位お
よび共通電位のいずれが書込まれる場合であっても、液
晶表示素子に焼付きを発生させることなく、フリッカ等
の発生を防止して表示品位を維持することができるの
で、高品位表示化と低消費電力化とを図ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態１に従う液晶表示装置の
全体構成を示す概略ブロック図である。
【図２】  図１に示される画素の構成を示す概念図であ
る。
【図３】  各サブドットの構成を説明する回路図であ
る。
【図４】  実施の形態１に従う液晶表示装置における表
示フレーム期間の構成を示す概念図である。
【図５】  液晶表示素子を点灯状態に設定するための画
素電極電位の書込動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図６】  液晶表示素子を非点灯状態に設定するための
画素電極電位を書込む場合の問題点を示すタイミングチ
ャートである。
【図７】  液晶表示素子を非点灯状態に設定するための
画素電極電位の書込動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図８】  本発明の実施の形態２に従う携帯電話機の構
成を示す概念図である。
【図９】  本発明の実施の形態２に従う携帯情報端末機
器の構成を示す概念図である。
【図１０】  従来の液晶表示装置の全体構成を説明する
概略ブロック図である。
【図１１】  各ドットの構成を説明する回路図である。
【図１２】  画素電極の電位変動による表示品位の低下
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を説明するための概念図である。
【符号の説明】
３  画素、４  サブドット、５  第１の走査線、６  第
２の走査線、７  データ線、８  基準電位供給線、９  
データ線、１０  画像信号処理回路、１１  画像信号供*
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*給線、１３  行ドライバ回路、１７  列ドライバ回路、
２０，２５  スイッチ、２１  書込基準電位発生回路、
２２，２３  内部電源回路、３０  データ保持回路、３
１  電位印加回路。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図８】
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